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「らくのうだより」７月号（No.244）に誌面不具合

　組合員から本誌前月号「らく

のうだより」7月号（No.244）表

紙裏面の２頁目が「誌面が逆さ

ま」、「関連の無い記事」が印刷

されているとの連絡をお寄せ頂

きました。

　広酪では、この連絡を受けて

内部調査を行ったところ、全て

の冊子ではありませんが、西部

管内の６件の組合員に誌面の不

具合があったことが分りまし

た。

　ご愛読戴いております皆様に

は、大変なご迷惑をお掛け致し

ましたこと心よりお詫び申し上

げます。

　この件に関して、発生原因を

調査したところ、印刷業者によ

る印刷工程での作業確認ミスと

判明し、業者からは今後の再発

防止について、報告を受け了解

しました。

　当組合におきましても、発行

責任に及ぶものであり、重ねて

お詫び申し上げ、今回の誌面不

具合の状況と再発防止について

ご報告致します。

誌面不具合の状況
▼�「表紙」と「裏表紙」の裏面に印刷される 2頁目と 27 頁目の誌面が別ページのもので、その内ひとつは天
地逆（逆さま）の状況でした。

（1） 正常な誌面

（2）正常ではない印刷内容　（誌面相違の一例）
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▼表紙写真は、某大学学生主催の「ほいくまつり
2014」を彩るオブジエ“お化け”をショットした
ものです。

▼この祭り、某県民会館で開催され保育所園児など
の入場があり、1,700人の会場はたちまち満席に
埋め尽くされました。

▼今回で41回目を数えるそうで、新たな伝統が積
み重ねられました。

▼このイベントにあたり約120名の学生達が、それ
ぞれに舞台装飾、衣装、小道具、大道具、照明、
音響、ナレーション等々を担当し、“おむすびこ
ろりん”の物語など滑稽な演出に拍手・喝采が送
られる感動ものでした。

▼当日を迎えるまでの準備期間の約3カ月でシナリ
オ作成から演出稽古等々、総力を結集され見事に
演出されました。

▼フィナーレでは、肩を抱き合い感涙の姿もみられ、
企画から終演に至る様々な思いが詰まったものと
感じました。

▼きっと表紙写真の“お化け”も、作成に携わった
思いが込められたものと想います。

▼広酪も様々な事業を通じて、共感できる姿を想像
し実現したいも
のです。
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■
全
生
乳
換
算
で
五
円
／
㎏
を
要
求
乳
価
に
!!

　

■
要
求
乳
価
に
集
送
乳
業
者
に
及
ぶ
燃
料
高
騰
分
を
含
む

　

平
成
二
十
六
年
度
の
全
国
の
生
乳
受
託
量（
四
月
〜
六

月
累
計
）
は
、
前
年
同
期
比
九
十
六
・
六
％
、
北
海
道
で
同

九
十
六
・
九
％
、
都
府
県
で
同
九
十
六
・
二
％
、
中
国
地
区

で
同
九
十
五
・
二
％
と
低
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
、
乳
業
者
、
酪
農
関
係
者
か
ら
は
、
生
乳

生
産
基
盤
の
脆
弱
化
を
懸
念
し
、
こ
の
解
決
手
段
を
緊
急

課
題
と
す
る
発
言
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
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議
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り
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地
区
懇
談
会

六
月
十
日
〜
十
三
日　

県
内
四
地
域
会
場

南部地区　10日

竹仁地域センター　９名出席

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
安
値
価
格
は
今
後
も
続

く
の
か
。

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
配
合
飼
料
の
有
無
、
水

分
量
は
ど
う
か
。

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
を
利
用
し
た
い
が
、
給
与

方
法
を
知
り
た
い
。

か
で
判
断
し
、
こ
れ
ら
の
事
務
労
力
を
無

く
し
て
効
率
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

▼
集
乳
合
理
化
に
あ
た
っ
て
、
大
型
集
乳
車

両
が
入
れ
る
よ
う
組
合
員
に
拡
幅
工
事
を

求
め
る
な
ど
協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

▼
特
別
利
益
の
内
容
は
ど
う
か
。

西部地区　11日

北広島家畜診療所　24名出席

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
利
用
者
の
感
想
や
給
与
方

法
を
教
え
て
ほ
し
い
。

▼
総
会
資
料
の
送
付
が
遅
い
。

▼
補
助
事
業
の
通
知
等
が
遅
い
。
ま
た
締
切

日
が
短
期
間
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
通
知
文
書
の

文
字
が
小
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
通
知
が
先

に
来
て
、な
お
か
つ
説
明
が
分
か
り
難
い
。

他
団
体
と
比
べ
て
対
応
が
遅
い
。
必
要
資

料
の
確
認
等
詳
細
な
通
知
を
さ
れ
た
い
。

個
別
対
応
の
た
め
事
業
所
で
も
分
か
る
よ

う
に
情
報
共
有
さ
れ
た
い
。

▼
補
助
事
業
に
お
い
て
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
費
用

は
助
成
が
あ
る
の
か
。

▼
牛
白
血
病
に
対
す
る
組
合
の
方
針
、
対
応

は
ど
う
か
。

▼
購
買
品
の
運
送
に
関
し
て
一
社
に
偏
る
こ

と
な
く
地
元
運
送
業
者
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

▼
本
所
事
務
所
に
出
入
り
す
る
が
、
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
、
環
境
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
三
か
年
収
支
の
人
件
費
や
要
員
計
画
の
推

移
か
ら
努
力
が
見
え
な
い
。

▼
乳
価
交
渉
に
あ
た
る
広
酪
試
算
値
十
四
.

六
円
は
各
農
家
で
の
経
費
や
費
目
、
専
従

者
給
与
の
扱
い
が
違
う
中
で
信
ぴ
ょ
う
性

は
ど
う
か
。

▼
平
成
二
十
五
年
度
剰
余
金
処
分
案
で
は
無

配
当
で
あ
る
が
、
少
し
で
も
出
す
べ
き
で

あ
る
。

▼
乳
質
検
査
結
果
を
見
る
と
以
前
に
比
べ
良

く
な
っ
て
い
る
が
、
指
導
方
法
や
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
、
情
を
入
れ
た
対

応
を
求
め
る
。

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
推
進
を
図
る
上
で
サ
ン

プ
ル
提
供
等
し
て
、
一
部
の
組
合
員
で
は

組
合
員
か
ら
の

要
望
・
意
見
を
聴
く

　

広
酪
は
第
二
十
回
通
常
総
会
開
催
を
前
に
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
、
組
合
か
ら
は

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
、
中
期
三
か
年
計

画
、
最
近
の
酪
農
情
勢
を
含
め
た
説
明
を
行
い
、
組
合
員
か
ら
組
合
の
事
業
運
営
に

対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞
い
た
。

　

各
会
場
の
主
な
意
見
・
要
望
は
以
下
の
と
お
り
。

▼
購
買
事
業
で
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
創

出
は
可
能
か

▼
飼
料
イ
ネ
の
収
穫
か
ら
移
動
、
保
管
コ
ス

ト
、
保
管
ロ
ス
対
策
は
ど
う
か
。

▼
飼
料
イ
ネ
の
買
取
価
格
は
ど
う
か
。
必
要

量
の
確
保
は
可
能
か
。

▼
飼
料
イ
ネ
を
販
売
す
る
場
合
に
耕
畜
連
携
助

成
の
関
連
、
契
約
内
容
を
確
認
さ
れ
た
い
。

▼
酪
農
業
は
中
期
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
あ
る
八
十
歳
ま
で
酪
農
を
続
け
る
と

い
っ
た
産
業
で
良
い
の
か
。

▼
三
次
Ｃ
Ｓ
の
運
営
は
必
要
な
の
か
。
営
農

指
導
が
本
当
に
出
来
て
い
る
の
か
。
こ
こ

一
年
で
ス
リ
ム
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度
で
事
業
・
助
成
を

行
う
の
で
は
な
く
、
出
荷
拒
否
か
し
な
い

（3 頁）

（3 頁）

（2 頁）

（2 頁）

お 詫 び
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現
行
乳
価
、
大
手
乳
業
者
は
、
昨
年
十

月
一
日
か
ら
の
一
年
間
を
期
限
と
し
て
、
飲

用
用
途
向
け
乳
価
五
円
／
㎏
を
担
保
す
る
と

の
決
定
を
受
け
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

中
国
生
乳
販
売
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
以

降
「
中
販
連
」）で
は
去
る
七
月

三
日
開
催
し
た
生
乳
受
託
販

売
委
員
会
、
理
事
会
で
の
協

議
を
経
て
、
平
成
二
十
六
年

度
要
求
乳
価
と
し
て
全
生
乳

換
算
で
五
円
／
㎏
を
決
定
し
、

乳
業
者
と
の
交
渉
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

広
酪
か
ら
も
、
こ
の
要

求
額
決
定
の
参
考
と
す
る

た
め
、
組
合
員
か
ら
提
示

協
力
を
戴
き
ま
し
た
平
成

二
十
四
、二
十
五
年
分
の
青
色

申
告
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成

し
た
資
料
を
中
販
連
に
提
示

し
ま
し
た
。

一
． 

中
販
連
の
生
乳
生
産

基
盤
復
元
目
標
と

ギ
ャ
ッ
プ

　

中
販
連
は
、
平
成
二
十
二

年
度
の
目
標
年
間
生
乳
受
託

量
を
三
十
万
ト
ン
に
復
元
す

る
こ
と
を
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
プ
ラ
ン
」に
掲
げ

た
も
の
の
、
生
乳
生
産
基
盤
を
担
う
酪
農
家

戸
数
の
減
少
に
並
行
し
て
経
産
牛
頭
数
も
減

少
し
、
今
や
二
十
九
万
ト
ン
の
堅
持
す
ら
厳

し
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

二
． 
生
乳
生
産
基
盤
回
復
に
は
何
が
求

め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

広
酪
は
平
成
六
年
四
月
に
発
足
し
二
十
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
生
乳
出
荷
戸
数
、
生

乳
受
託
数
量
と
も
に
右
肩
下
が
り
で
推
移
し

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
【
左
の
表
は
、
広
酪
発
足
以
後
の
生
乳
出

荷
戸
数
と
生
乳
受
託
量
を
表
し
て
い
ま
す
。】

　

こ
の
間
、
厳
し
い
計
画
生
産
に
突
入
や
飼

料
価
格
な
ど
の
連
続
的
高
騰
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
が
上
昇
す
る
厳
し
い
酪
農
経
営
環
境
に

晒
さ
れ
続
け
ま
し
た
。こ
の
打
開
策
と
し
て
、

平
成
二
十
一
年
度
に
は
酪
農
政
治
連
盟
、
中

販
連
と
そ
の
会
員
組
織
を
あ
げ
て
の
乳
価
値

上
げ
を
求
め
る
運
動
と
消
費
者
に
対
す
る
理

解
醸
成
活
動
、
乳
業
者
の
理
解
に
よ
っ
て
、

乳
価
十
円
／
㎏
、
平
成
二
十
四
年
度
は
飲
用

用
途
向
け
五
円
／
㎏
と
各
々
の
値
上
げ
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
生
乳
生
産
基
盤

の
見
通
し
は
、
酪
農
家
戸
数
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ぬ
実
態
も
あ
り
、
何
ら
か
の
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中国5県日乳量（中販連提供資料）

前年同期比95.7％

平成26年度実績推移

■広酪の生乳出荷戸数と生乳受託量の推移

特集 乳価交渉の今
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